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第 1部 : 混声a唱団
草澤カンタービレ

滑妙
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混 声 曾 唱 団 草 津 カ ン タ ー ビ レ

結厳 10年 目のまだ小学生でいえば 4年生 くらいの曾唱団で

す。曾盤昌が情きで、地域のLBL様 とご_緒に歌うのが肝きな

私たちIよ 、福‐祉施設等へt訪問 し、歌う楽 しみを共に睛わ

つています。今日は、第 1部に曾唱曲と声楽ソロ演興を、

第‐3部に一緒に1歌うひとときを公場の彗様と楽しみたいと

思います。六さな声で歌いましよう !

いつも団‐員募集中です !!
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l口 もろびとこぞιりて

2.7ンタが町にやつて くる

3.お祭じ,マ ンボ

4.一ホの鉛筆

5.ハバネラ～恋|さ野の鳥

6.マ ツカーによせて

7.想い出愈`
｀
いつばい

1.マ イハテ
ロ

2.や つてみ(

3日 明日も

4口 津軽海峡
`
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草津中学鮫吹秦楽部
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第 3部 :みんなで歌おう

小偽
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●                              ・
: 混声雷唱団草津カンタービレと 三

.: 革津中学蕨吹秦楽部の共同演秦  :
: にのつて、次のページの歌詞力  :

三 話こ裏曇宴T,ゝ F場
曇 でT:
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中学蕨吹秦楽部
lち は現在 1年生28人、2年生21
で毎日元気に活動 しています。

贔む～踊ιりだすような音楽を～」を

ヨ楽 しく元気に活動 しています。

事ので、最`後 まで楽 しんでください。
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1.上を向いて歩こう

2.365日の組飛行機

3.さ ん|ざ

4.翼を ください

5.君 といつまでも
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第 3部 ≪歌爾〉
会場の皆さんも一緒に歌いましょう ノ

上を晦いて参通う 震がこばれないよう:こ

憩tゝ濃す書の翻 ―入ばつちの夜

上を向いで歩こう |=場んだ量をかざえて
思もヽ轟ず夏器翻 ―凡!ボつちの覆

奪せ|よ轟の上1菫 幸せ薔ま菫勢よt底

上を向いて参こう 麗ガこばれななヽよう:こ

註きながら経《 一人蛾嗚 ①覆

『国攘」=Ⅲ 壼Ⅲ…・―iⅢ Ⅲ

轟しヽ議す獄◎爾 ―入|ボつもの夜

議しみlま轟のかずに 悪しみ‡ま月のかずに

上を向いて参こう 震がこlずれなもヽ.ように
糧なながら歩《 一人ぱつも翻覆
―Aばつち鍛観

覇器量を見上ifて 今爾ともヽラー圏ポ
笑畿で毎lもれるよう1こ そうとお願いした
時に1よ繭も鋒つて 腰も糧れる‡すど
悪い蓮りにならない爾iま 覇園 頑張ろう
ずつと見てる要|ま 私がもう一人いて
や呼たいこと 好きなように 自由|こできる夢

人生Iよ畿飛行機 願む壌 せて鸞んで行くよ
饉壽中を島鍮1限り ただ進むだlf

モ醸畿雛を饉|うよりどう飛んだか どこを飛んだのか
それが一番大切なんだ さ怒 『か尋まま無 365醸

鸞式√でξHナ 尋1瀧んでみよう 1

飛んで待け :鸞んでみよう ]

嗜あるこう あるこう わたし|ま |ずんき
ある≪の だいず

―
き どんどんもヽ.こう

さか諄ち トンネル くさづ∫ら
しヽっ:ずん‡ずし]こ で避:ボこじゃり姦ち
くものず くぐつて くだりらち

2おふこう あ轟こ弔 わたし1ま Iずんき
あるくの だいずき どんど島も`こう
みつぱ亀 ぶんぷ島 :まなばたけ
ひなた:ことかげ へぴ|まひ轟鍮
ぱ惨たがとんで 凄がけ暴ち

慾あるこう あるこう わたし1ま げん者
あるくの だいず審 どんどんしヽこう
きつ爆も た轟きも でておいで
た島け為諄ょ学 1まやしのおくまで
ともだなたくさん うれしいな
ともだちたくさ島 うれししヽな

1今 鶴鍮 MLヽ事が かなうならば 翼が難懇い
こ勢 背中に 属鍛よう:こ 曲むヽ買 つけてください

こ鍮太窒 lこ 真を進げ 購んで錢きたLゝよ
議しみ働ななヽ1自 由な量へ 翼 |まため漁`せ 癬きたい

2今 感とか曇警ならば しヽ|わなLヽ 1ナど 翼が識しい
子ども機とき 獲見たこと 今も同暢夢1こ見て転ヽる

邑の大空に 翼を直ぽ 飛んで難きたしヽよ
感じみのな標ヽ 錢由な1菫へ轟iまためかせ 簿きたい

黒入を夕闇が 包おこ機懲運に
明圏も簾購亀し移 華せが窯轟だ等う
君の位 |ま量と輝き 議す轟こ勢癬攣ま炎と灘えてもヽ通
大宣鍮ぬて行く 夕餘色轟せても
二人のFひ‡よ 変わらな慧ないつまでも

「幸せだなあ 撲Iま君といる時が 一番華せなんだ
僕

'ま

臨めまで 重をなさなもヽ薄 も篭 だヽろう?』

君1まそよ轟:こ 髪をとかせて
優ヒくこ毎僕鋤 しとなにしておくれ
今隅 類が暮れて 時|ま奎号療くとも
二人の思し`iま 変わらないいつま魂

1歌は灌 (ウミ)の手 放濃 (サスライ)の
旅にしあれば しみじみと
昇るさ轟や さぎなみの
滋質の都よ しヽざさら:ざ

2総 :ま隷に 酸厳き
雄松けマツ〕ポ菫 (撃卜)の 乙黄子は
券い椿の 霧蔭降
|ま寿

"懸

い懸に 注《とかや

3波のま:こま韓 躍えば
藤い油虫翼トマリピ〕懐しみ
行方 (ユウエ)定機ぬ 鮫構
今日まま今津か 長浜か
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